




遺伝性代謝異常症ならびに保因者の診断には,血清`尿 1唾液などの体液成分や赤血球や白

血球ならびに培養によって得られる線維芽細胞が試料として用いられてきた。最近になっ

て頭髪から得られた毛根が伴性遺伝形質の保因者の生化学的方法による検出に非常にすぐ

れた試料であることが報告されてきた。なぜならば,毛根はわずかの数の起原細胞より発生

するので伴性劣性遺伝子のヘテロ接合体(女性)におけるモザイク的発現を知ることによっ

て,保因者の検出が可能であるからである。さらに培養することなしに直接モザイク型染色

体異常症ならびに常染色体性異常症の生化学的診断にも利用できる可能性がある。本研究

の目的は,毛根を試料とする遺伝性疾患ならびに染色体異常症の系統的診断法を確立する

ことにある。 


